
 

アスベスト分析 
作成日：平成27年12月 

アスベスト分析の概要 

◇「アスベスト」とは天然に産する蛇紋岩系及び角閃石系の繊維状鉱物のことで、「石綿」とも呼ばれ、非常に 

 細かい繊維状の物質です。その特性は、耐火・断熱などに優れており、また、安価であったことから、学校・ 

 体育館・工場・屋内駐車場・ビルのボイラー室及びエレベーター室の天井などに幅広く使われていました。 

 また、外壁材や断熱材として一般家庭にも数多く使われていました。 

◇アスベストは構成成分や成分比率の違いにより6種類に分類されます。 

 ・クリソタイル   ・アモサイト   ・アクチノライト 

 ・クロシドライト  ・トレモライト  ・アンソフィライト 

◇アスベストによる健康障害の予防措置は、「除去」・「封じ込め」・「囲い込み」の3つです。 

 これらの予防措置を実施するにあたり、使用されている建材・吹き付け材などのアスベストの有無、含有量の 

 測定が必要になります。 

◇当社は事前調査から吹き付け材、建材、気中濃度のサンプリング・測定分析・対策工事まで一貫体制を整え、 

 アスベスト対策を強くサポートしています。 

基準値等 

◇労働安全衛生法施行令、石綿障害予防規則などの改正により、石綿製品の含有量の基準値が平成18年9月1日 

 より1%から0.1%に強化されました。当社では建材（吹き付け材を含む）中のアスベスト分析を、新分析方法 

 「JIS A 1481(建材製品中のアスベスト含有率測定方法)」に基づいて行っています。 

◇アスベストモニタリングマニュアル第4版(環境省平成22年6月10日)では位相差顕微鏡分析で1Lあたり繊維状 

 物質が1本以上検出された場合、電子顕微鏡を用いて定性分析を行うことが必要となりました。 

 当社は、いち早く電子顕微鏡分析を確立しています。 

 基準 分析方法 定性分析 定量分析 

吹き付け材 

建材 
0.1%以下 JIS A 1481 

位相差顕微鏡分析 

Ｘ線回折分析 
Ｘ線回折分析 

空気中  
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敷地境界：10本/L 

作業環境：150本/L 
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